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廃 港 車 藩 剰 相 暖 ≠蟹 飼 料

騎質はサ トウキビから分賓癖を製左するとき催 しとし

て頻る黒かつ色の :a:まりのある半L,R勧状の ものであるO

製膳会社では ドラム織に入れた270キログラムのもの

を9ドル37セン トで販売 していますO

農′衣では陪賓D網棚 耐l郎こつV,ては､まだ 卜分に知ら

れてなく､サイレージの調製に利用されてV,る程度であ

りますので､糖範の飼 ,朋暗値とその利鞘法につV,て述ベ

て見たV,と思います｡

A､糖 蜜 の飼 料 と しての価値

(1)楕零は7]ロリー原として安い飼f斗である

晴若の飼 芦:t城外は的蛋白質2 800'､炭JI(化物619

,00'､TR分9 4 ,00､水分25 900を含み､IpJ消化養分総

畳は56,00程度である･空けで/こく､糖塞1ポン ド中にコ

リン398ミリグ ラム､ リボフラビン 1 5ミルグ ラム

ナイ7シン]5 6ミリグラム､ノミントjlン約17 4 ミ

リグラムなどの ビタミンB2役合体を豊劇 こ含有 してV,

る他､ビ タミンB1､A､I)､Eなども少iTi拝んでV,ま

す｡鉱物質巾主要なものは､Jm里､カルシウム､マグネ

シウム､鉄､ナ トリウム､jj.il兵､統姫などで やや リンが

あ りますoこうしてみると､甘,斉家は蛋白質の少なV､ 効

率の高い熱娼飼料であ って､臥物質(ミネラル)とビタミ

ンB群にとんだ ものといえるが､実際にはこれL-1の数字

で蓑わすことので きない飼 料効rlさを有するもので2'り吏

す｡

熱最飼 糾として'7R:いことは､例えばイモ 100キログ

ラムで2ドル50セン ト､粋範が3 ドル50セン トの時

には養分総旅 100Kgの価格は､ イモ9ドル69セン

ト､糖薮6 ドル ]5セ ン トにII日当することになり吏す

か ら､如何に難局飼料としで女･いかが分 ります｡

(2)構賞は茅:畜 ･家禽の食欲を増進する効果がある

清貧は勝介を50-6500程度含有 しているので､そ

の El味が家畜の情好を増 し,そのために一緒に与えた飼

料を無駄なく食い､V,史まで に並 ldh'伯がありながら味が

悪V,ために利用できなか った未 FI)用飼料資源を活用する

ことが出来ます｡例えば ペイン相に胎笈を5,cc'位添加し

て豚の噂好をよくした り､粗剛にな っで 巨の食∨､付の悪

V,草でも, これを押切で2-3寸に切 って､それに糖蜜

を等量に水で怖めたのをジヨロで吹きかけて与えると食

うようにな りますOまた発酵崩による龍鮮飼料を作 って

与えるのも-つ の)5活ですo

(3 )槽零は･#畜の肥育用､疲労回復用としてよい

肝賓は50 00程度の傭分をlJT:Lfか ＼､消lt吸収が早く

晴ちに動物のェわ レギー源となるものとして簡斜 こ比 Fll

L得るものが.な.ハとV,われ､特に肥育用､疲労回復用と

して他のjf'随を許さなV,効果がありますo

(4)有用微生物の発こう助成剤としてきわめて効果

がある

台湾では聯BJrJj'f;基に F'宜が よく判別されてV,ます｡

発群飼料はその-,脱臭作用と紫川的な効gJ.･がありますので

この方面の 印刷も減､L'Tな●所怒T)糾川Ji一法であり吏す｡

反すうFl'),物D牛や山羊にこれを与えると､第]胃の微

生物の働きにより飼料巾7):,,D,舵_7)分解を苓易にするだけ

でなく､微生物てよる蛋白質の合rJに息よび各稲 ビタミン

の生成をuriiL､飼杵効'r沌 高めるので孔′F~飼料としては

午.如こ秀れています｡また尿糸をIqすうIItlJ物の茂白質飼糾

(大豆.臼など)の代田上して刷vtるとき謄蜜を併用 Tる

と､尿素の蛋白質在原としての効月とを託実に促進するだ

けでな く､非科学的な給与(尾奈の与えすぎ､どぶ飼､尿

素分解酵素を含む大豆箱などとのlj川l)による尿講の中

毒を未然に防止することが出来ますO

(5)便通をよ<して助物7)健康が増進される

糖蜜は ミネラルを豊富に含み､かつその組合せが適当

であるから,新陳代謝が促進され､輔にトLL的な挺通をつ

け､動物の健康が増進されます･,
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(6)乳牛のケトージスの治寮､予防に好適

乳牛の妊娠末期や分娩後に泌乳塁が上昇する時期にな

って､炭水化物の不足と代謝障害などのために乳牛は食

欲減退､乳姐の低下､消化器障富､超勤障胃などをおこ

すケ トージスという病気にかかる事がありますo この沿

線､予防に糖蜜を濃厚飼料に添加すると効果があります

(7)魚先の貯蔵に好適である

夏の魚荒 (魚の食用にされない部/jl､つまり頑､骨､

内臓など)は掛牧し易く､その魚の臭穴は強いものです

が､これを3-5cm位に切 って､魚佃の約､tL･分の糖蜜

と共に庶那(約20分)して牌などに詰込んでおくと貯破

できるばかりでなく､魚の臭気も消えるので隣近所に気

難船することなく魚荒の利用が出来ますO仕事の都合で

淋煮することが出来なV,場合は将に魚荒を入れて､糖蜜

を注入しておくと一週間位の短期肝臓もできます｡特に

都市や離島の魚村などでは更に大瑞に出る魚荒を糖蜜で

術易貯威して戯白質飼料として 卜分に活用するようにす

すめたvlo魚荒には家畜の発育にIFE頻なアミノ酸やピタ

ミ-/A､ビタミンB1,Bl､その他カルシウムや族など

の微良成分を多く合有してV,ますoまた祈蜜に多く含ま

れてV,るビタミンの リボフラビン､コリンは魚油の代謝

を促進LAなどで生魚fflを与えすぎた鵜におこる肝臓肥

大症も予防する効月上があると考えられます｡

従来の食塩による貯舷では約2I.i,'･ll位の食塩tを使うので食

塩の与えすぎによる撫駄があるばかりでなく､食塩中毒

を患こす危険さえあります｡H.:め込みに安する経韓も魚

荒100キロ当りで食塩の場合は1ドル66セント､糖蜜

では1ドル75セントであり､佃者に大きな羊はなく､

貯蔵の簡易なこと､安全性､栄養の点から糖蜜による貯

蔵がよV,ことになります｡

魚荒を大魚に与えた場合に肉豚の脂肪が黄色軟化する

ことが知られてV,ますから､1日の給与丑は600グラ

A(1斤)位を限度とし､屠殺前1ケ月以前より魚荒の給

与を中止するとよV,と考えますO

(8)粉末飼料の散乱防止､固型飼料の‡占措刺として

]tfi･近配合飼料の-原料として糖蜜が好んで使われるよ

うになったU これは陪宵のl占摘●の飼料価値を f･分に発揮

するだけでなく､他の原料の飼料価値を増進させる配慮

が加えられてV,る｡更に､糖蜜の指重度の高いことが配

合飼料の結束を零易にするOこれは風に吹きとはされた

り､選り食V,をして食べ鼓すことがなくなり､飼料の浪

費を防止することが出来ます｡

(9)サイロへの利用

サイレージの詰め込みのときに糖蜜を添加すると､好

ましい乳酸発酵が強力に患しすすめられるために優良な

サイレ-ジが得られます｡実敗はほとんどありませんO

イモヌカサイレージではイモの主成分がでん籾で乳酸菌

の光義に不足することがなvlから､糖笠の添加は必要な

V,が､草サイレージでは原料]_トンあたりイネ科20キ

ログラム､マメ科イネ科の混合のもので30キログラム

大豆茎億で50キログラムが標準であります｡

B､糖 蜜 の飼 料 と して の 与え方

家畜飼料としての糖蜜の給与過最は､給与濃厚飼料の

約20/oolQ:であります｡水分の多V,飼料 (イモ､ノてイン

粕など)をljf.用するとか､どぶ飼V,などの場合は糖蜜を

大盤に与えすぎると､額が多少ゆるむことがあるから､

水分の多い飼料に対しては､その5%位が適当な給与量

であります｡また糖蜜を大量に与えることが攻術的に有

利な場合でも､できるだけ漸増して与えるようにするこ

とが必鷲です.

次に､糖丑は計詔と同じように正白質がほとんどなV,

から蚕白質の豊富なものを過当に選んで併用しなければ

なりませんO大豆相か魚粉などとの併用は勿論好ましV,

ものであるが､反すう獣に対 しては､尿 素 などの利用

(尿素はダイズ粕の蛋白質の約5倍の力がある)は最も

G.想的な飼養型式であると考えられます｡豚の場合は魚

荒との併用が好まし＼ハと思V,ます｡

このように防塞はその特性を生かすと､vlろV,ろな使

V,方があり､V,ずれも好ましい糾用法であるが､末だ沖

純では I･分に活用されてなV, 特に末fIJ用飼声:憤 源の開

発活用の道具としてまことに結構のものであるとV,ラ

ことを考えると､岱極的にこれを農家が利用するよう御

奨め致します｡ (宮 城 常 夫)
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